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 論文審査結果の要旨 
 
 本論文は、発話音声からうなずきなどの聞き手の引き込み反応を自動生成し、発話感情
を推定して反応を変化させることで、身体的リズム同調を損なうことなく使用者の状態に
寄り添ったインタラクション・コミュニケーション支援を行う手法とシステムの研究開発
について論じたものである。 
 現在、音声操作可能な様々なシステムが実用化され、音声対話システムの研究開発も盛
んに行われている。しかし、今後さらに音声対話システムを発展させていくには、身体リ
ズムの同調などの人間同士の対話に存在するノンバーバル情報を十分に考慮しながら、使
用者の状態を汲み取った応答を行うことでより使用者に寄り添ったシステムを設計する
ことが重要である。本論文で提案するシステムは、身体リズムが同調する身体的引き込
みに加え、主に使用者の否定的な発話感情を助長しないという観点から、使用者の状態
に即した応答を行うことで人とエージェントとのインタラクション・コミュニケーショ
ンを促進するものである。 
 具体的には、まず反応動作による応答として、従来の発話音声に基づいてコミュニケー
ション動作を自動生成するキャラクタInterActorに音声認識を導入することで、発話内単
語の感情極性から使用者の状態を推定し、結果に基づいて反応動作を変化させる音声駆動
型身体的引き込みキャラクタシステムを開発している。官能評価によりシステムの有効性
を示し、使用者の状態に即した反応動作による応答の重要性を示している。次に音声によ
る応答として、従来のInterActorに音声相槌を付加したキャラクタシステムを開発し、自
動生成する音声相槌についての効果を明らかにするとともにシステムの有効性を示して
いる。さらに、うなずき動作に対する音声相槌の好ましい提示タイミングおよび否定的な
発話が行われた際の音声相槌の提示タイミングを官能評価により示している。その上で、
発話内単語の感情極性に基づいて、負極性の場合に応答遅延を伴う音声相槌を行う身体的
引き込みキャラクタシステムを構築している。 
 本研究で開発した使用者の感情表現に基づく音声対話システムは、新たなインタラク
ション・コミュニケーションインタフェースの基盤になるものである。よって、本論文
は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。 
